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中
里
介
山
「
大
菩
薩
峠
」
の
文
体

―
改
稿
に
よ
る
地
の
文
の
変
化
を
手
が
か
り
に

崔チ
ェ　

惠ヘ

ス秀

は
じ
め
に

　

中
里
介
山
の
「
大
菩
薩
峠
」
は
近
代
日
本
に
お
け
る
大
衆
小
説
の
先
駆
け
と
し
て
評
価
さ
れ
、
多
く
の
論
者
た
ち
の
興
味
を
引
い
て

来
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
『
都
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
た
初
出
の
テ
ク
ス
ト
や
単
行
本
化
の
際
に
行
わ
れ
た
改
編
内
容
に
つ
い
て
は
詳

し
く
論
じ
ら
れ
た
こ
と
が
無
く
、
単
行
本
版
、
そ
の
う
ち
筑
摩
書
店
か
ら
刊
行
さ
れ
た
全
集
や
文
庫
本
な
ど
、
現
在
広
く
流
通
さ
れ
て

い
る
テ
ク
ス
ト
の
み
が
研
究
の
対
象
に
な
っ
て
来
た
。
よ
う
や
く
二
〇
一
三
年
五
月
、
伊
東
裕
吏
氏
に
よ
る
評
論
『
大
菩
薩
峠
を
「
都

新
聞
」
で
読
む
』（
論
創
社
、
二
〇
一
三
年
五
月
）
や
都
新
聞
版
「
大
菩
薩
峠
」
の
単
行
本
（
論
創
社
、
二
〇
一
三
〜
一
五
年
）
が
刊
行

さ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
伊
東
氏
の
論
は
内
容
削
除
の
面
の
み
を
分
析
し
て
お
り
、
初
出
や
単
行
本
版
に
お
け
る
文
体
上
の
相
違
に
注

目
し
た
研
究
は
未
だ
に
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
、
本
稿
で
は
従
来
「
講
談
調
」「
で
す
・
ま
す
体
」
な
ど
の
簡
単
な
言
い
方
で
評
価
さ
れ
て
き
た
「
大
菩
薩

峠
」
の
文
体
が
、「
都
新
聞
」
連
載
過
程
の
う
ち
に
変
わ
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
し
、
改
編
内
容
を
含
め
て
そ
の
変
遷
過
程
を
追
っ

て
み
る
。
そ
し
て
単
行
本
化
の
時
の
改
編
作
業
が
ス
ト
ー
リ
ー
の
変
更
だ
け
で
な
く
、
文
体
の
変
更
を
も
目
的
と
し
て
い
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
、「
た
・
で
あ
る
」
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
「
近
代
文
学
」
の
文
体
に
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
そ
の
意
義
を
考

察
し
て
み
る
。
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本
論
に
入
る
前
に
、
前
提
と
し
て
い
く
つ
か
の
情
報
を
確
認
し
て
置
く
。（
本
稿
末
尾
の
【
表
】
参
考
）『
都
新
聞
』
で
の
連
載
は

一
九
一
三
年
に
始
ま
る
が
、
一
九
一
八
年
か
ら
介
山
自
身
が
「
玉
流
堂
」
と
い
う
出
版
社
を
建
て
て
初
の
単
行
本
版
を
刊
行
す
る
。
そ

の
あ
と
、
一
九
二
一
年
以
降
単
行
本
版
は
春
秋
社
か
ら
出
る
よ
う
に
な
る
が
、
玉
流
堂
か
ら
の
本
文
異
同
は
な
い
。
ま
た
、
一
九
二
七

年
か
ら
同
じ
く
春
秋
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
普
及
版
は
誤
字
や
脱
字
な
ど
を
修
正
し
て
は
い
る
が
、
内
容
に
関
す
る
修
正
は
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
一
九
三
三
年
か
ら
介
山
自
身
が
建
て
た
隣
人
之
友
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
「
大
乗
普
及
版
」
に
は
、
内
容
の
修
正
は
な
い
が
、
読

点
を
削
除
し
て
句
点
を
追
加
す
る
な
ど
句
読
点
に
お
い
て
修
正
が
行
わ
れ
て
い
る
。
以
上
の
版
本
の
修
正
内
容
も
こ
れ
か
ら
詳
し
く
研

究
す
べ
き
で
あ
る
が
、
今
回
は
一
九
一
〇
年
代
の
文
体
意
識
に
焦
点
を
当
て
る
の
で
、
こ
れ
以
上
は
触
れ
な
い
こ
と
に
す
る
。

　

次
は
デ
ビ
ュ
ー
作
を
含
め
、「
大
菩
薩
峠
」
の
連
載
が
始
ま
る
一
九
一
〇
年
代
前
後
に
介
山
が
書
い
た
作
品
の
文
体
情
報
を
確
認
し
て

お
く
。① 

羽
村
子
「
氷
の
花
」（『
都
新
聞
』
一
九
〇
九
年
一
二
月
一
八
日
〜
一
九
一
〇
三
月
四
日
連
載
）：
読
点
な
し
、
改
行
ほ
ぼ
な
し
、

敬
体
（
＋
常
体
）

② 

羽
村
生
「
高
野
の
義
人
」（『
都
新
聞
』
一
九
一
〇
年
九
月
四
日
〜
一
九
一
〇
年
一
二
月
七
日
連
載
）：
読
点
な
し
、
改
行
ほ
ぼ
な

し
、
敬
体
（
＋
常
体
）

③ 

中
里
生
「
島
原
城
」（『
都
新
聞
』
一
九
一
一
年
五
月
四
日
〜
一
九
一
一
年
八
月
一
九
日
連
載
）：
読
点
な
し
、
改
行
あ
り
、
常
体

④ 

中
里
生
「
室
の
遊
女
」（『
都
新
聞
』
一
九
一
一
年
一
二
月
一
六
日
〜
一
九
一
二
年
三
月
二
一
日
連
載
）：
読
点
な
し
、
改
行
あ

り
、
敬
体
（
＋
常
体
）

⑤ 

中
里
介
山
「
文
覚
」（『
都
新
聞
』
一
九
一
二
年
一
一
月
二
七
日
〜
一
九
一
三
年
三
月
一
六
日
連
載
）：
読
点
な
し
、
改
行
あ
り
、
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雅
俗
折
衷
体

⑥ 

石
雲
生
「
浄
る
り
坂
」（『
都
新
聞
』
一
九
一
六
年
八
月
六
日
〜
一
九
一
七
年
三
月
一
七
日
連
載
）：
読
点
な
し
、
改
行
あ
り
、
常
体

　

右
記
資
料
で
分
か
る
よ
う
に
、
介
山
は
各
作
品
ご
と
に
異
な
る
語
り
の
戦
略
に
基
づ
い
て
色
ん
な
文
体
を
使
っ
て
い
た
。
文
体
選
択

に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
自
由
さ
は
、
介
山
が
個
人
的
に
文
壇
の
流
行
文
体
と
自
分
の
文
体
と
の
差
異
を
強
調
し
た
い
モ
チ
ー
フ
を
持
っ

て
い
た
こ
と
に
起
因
す
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
花
柳
界
や
下
町
の
人
を
主
な
読
者
層
と
し
て
い
た
当
時
の
『
都
新
聞
』
の
連
載
読
物
に

は
様
々
な
文
体
が
混
在
し
て
お
り
、『
都
新
聞
』
と
い
う
特
殊
な
媒
体
が
持
つ
雰
囲
気
も
そ
の
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
こ
と
を
前
提
に
、
本
論
で
は
『
都
新
聞
』
の
初
出
と
そ
れ
の
単
行
本
版
の
初
出
の
文
体
を
比
較
検
討
し
、
そ
の
結
果
、
確
認

し
た
四
つ
の
文
体
タ
イ
プ
を
時
代
順
に
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

一
、
第
一
期
：
口
演
速
記
体
の
時
期
（
第
一
回
連
載
「
大
菩
薩
峠
」
か
ら
第
二
回
連
載
「
大
菩
薩
峠
（
続
）」
ま
で

【
資
料
1

－

1
】 

中
里
生
「
大
菩
薩
峠
」（
三
）『
都
新
聞
』
一
九
一
三
年
九
月
一
四
日

　

程
な
く
、
峠
の
頂
に
身
を
現
は
し
た
年
老
い
た
る
巡
礼
は
、
後
を
顧
み
な
が
ら
／「
や
れ
〳
〵
、
頂
上
へ
着
い
た
わ
い
、
お
ゝ
此

処
は
観
音
様
の
御
堂
が
ご
ざ
る
、」／
社
の
前
へ
歩
み
を
移
し
て
笠
の
紐
を
解
い
て
、
跪
ま
る
と
／「
お
爺
さ
ん
、
此
処
が
頂
上
か

い
」／
子
巡
礼
は
、
愛
く
る
し
い
面
立
の
、
頬
の
あ
た
り
の
血
色
も
よ
く
、
元
気
も
よ
く
、
老
爺
の
傍
に
駈
て
来
て
、
手
に
携
へ
た

一
束
の
草
花
を
、
御
堂
の
階
段
に
供
へ
て
、
笠
の
紐
を
と
り
、
二
人
は
首
を
地
に
つ
け
て
、
礼
拝
を
す
ま
し
御
詠
歌
を
唱
へ
た
後

（
…
） 
（
引
用
者
注
：（
／
）
は
改
行
を
示
す
。
以
下
同
様
）

（29）
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右
記
引
用
の
地
の
文
に
は
敬
体
現
在
形
や
過
去
形
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
句
点
が
な
い
の
で
そ
れ
が
独
立
し
た
文
章
と
し
て
成
り
立

っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
引
用
の
部
分
を
含
む
一
九
一
三
年
九
月
一
四
日
の
連
載
分
全
体
を
見
る
と
、
過
去
形
に
比
べ
て
現

在
形
の
方
が
二
倍
以
上
多
く
、
過
去
形
は
主
に
物
事
の
進
捗
状
況
に
関
す
る
部
分
や
話
題
転
換
の
時
に
使
わ
れ
て
お
り
、
現
在
形
は
描

写
や
事
件
に
対
す
る
語
り
手
の
批
評
部
分
に
集
中
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
眼
の
前
で
起
こ
っ
て
い
る
外
部
的
な
事
件
や
作
中
人
物
の
様

子
を
高
座
に
い
る
語
り
手
が
詳
し
く
伝
え
る
ふ
り
を
す
る
話
芸
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
で
、
語
り
手
は
時
々
「
何
と
い
う
無
残
な
事
で
し

ょ
う
」
な
ど
と
同
意
を
求
め
る
よ
う
な
語
り
口
で
読
者
を
誘
う
。
こ
の
よ
う
な
文
体
は
、
円
朝
の
速
記
物
の
伝
統
を
引
き
つ
つ
速
記
者

を
介
さ
ず
に
話
芸
が
活
字
文
化
へ
転
進
し
て
い
た
①
一
九
一
〇
年
代
と
い
う
時
代
の
も
の
で
も
あ
り
、
口
演
速
記
体
の
形
式
は
当
時
の

新
聞
読
物
、
特
に
「
都
新
聞
」
の
読
物
に
は
幅
広
く
使
わ
れ
て
い
た
。

二
、
第
二
期
：
口
演
速
記
体
に
常
体
・
過
去
形
が
増
加
し
た
時
期
（
第
三
回
連
載
「
龍
神
」
か
ら
第
五
回
連
載
「
大
菩
薩
峠

（
第
五
編
）」

　

第
一
・
二
回
の
連
載
分
は
基
本
的
に
【
資
料
1

－

1
】
に
示
し
て
お
い
た
例
の
よ
う
な
口
演
速
記
体
の
ス
タ
イ
ル
で
書
か
れ
て
い
る

が
、
第
三
回
目
連
載
、
即
ち
一
九
一
五
年
頃
に
至
っ
て
は
常
体
の
割
合
が
急
激
に
増
え
、
前
と
は
異
な
る
文
体
様
相
が
窺
え
る
。

【
資
料
2

－

1
】
中
里
生
「
龍
神
」（
八
十
八
）『
都
新
聞
』
一
九
一
五
年
七
月
三
日

　

龍
神
の
社
に
は
、
八
大
龍
王
の
う
ち
、
難
陀
竜
王
を
祀
る
、
／
こ
ん
な
山
奥
に
龍
神
を
祀
る
こ
と
が
奇
妙
と
い
へ
ば
奇
妙
で
あ

る
―
今
を
去
る
こ
と
幾
百
年
の
昔
こ
の
地
に
龍
神
和
泉
守
と
い
ふ
豪
族
が
住
ん
で
居
た
、
そ
の
屋
敷
あ
と
は
、
今
も
あ
る
、
／
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龍
神
の
姓
は
、
そ
の
人
以
前
か
ら
あ
つ
た
も
の
か
、
そ
の
人
が
来
て
、
龍
神
の
社
の
名
に
よ
つ
て
其
の
姓
を
付
け
た
も
の
か
、
そ

の
辺
は
、
ハ
ッ
キ
リ
し
な
い
、（
…
）
一
村
の
安
否
の
鍵
が
そ
こ
に
預
け
ら
れ
て
あ
る
や
う
に
信
ぜ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
、

／
お
豊
は
事
実
清
姫
の
帯
を
見
た
の
で
す
、
―
聞
い
て
見
れ
ば
怖
ろ
し
い
事
で
あ
る
ど
う
や
ら
其
の
怖
ろ
し
い
も
の
を
見
た
の

は
、
自
分
一
人
だ
け
で
あ
る
ら
し
い
、

　

右
記
引
用
【
資
料
2

－

1
】
を
含
む
一
九
一
五
年
七
月
三
日
の
連
載
分
の
場
合
、
敬
体
は
三
回
し
か
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、
主
に
常
体

現
在
形
で
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
敬
体
が
混
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
語
り
手
や
読
者
両
方
の
位
相
が
不
安
定
に
な
っ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
地
の
文
の
敬
体
は
明
ら
か
に
作
者
と
思
わ
れ
る
語
り
手
が
読
者
向
か
っ
て
発
す
る
言
葉
で
あ
る
反
面
、
敬
体
部

分
を
除
い
て
は
語
り
手
が
不
明
確
な
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
ど
う
や
ら
そ
の
怖
ろ
し
い
も
の
を
見
た
の
は
、
自
分
一
人
だ
け
で
あ
る
ら

し
い
」
と
い
う
文
章
で
は
、
語
り
手
が
作
中
人
物
で
あ
る
お
豊
と
完
全
に
重
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ま
で
作
品
世
界
の
外
部
に
位
置
し
て

い
た
語
り
手
が
い
き
な
り
作
中
人
物
の
中
に
入
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
語
り
手
が
作
中
人
物
の
中
に
入
っ
た
り
、
外
に
出
た
り
を
繰
り

返
し
、
一
つ
の
物
語
に
複
数
の
語
り
口
が
存
在
す
る
具
合
だ
と
言
え
る
。

　

こ
う
し
た
語
り
手
や
作
中
人
物
の
同
化
は
右
記
例
の
お
豊
の
み
な
ら
ず
、
ほ
ぼ
全
て
の
作
中
人
物
に
対
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
常
体
使
用
は
、
敬
体
が
混
用
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
考
え
る
と
常
体
を
使
う
文
壇
文
学
か
ら
の
影
響
と
い
う
よ
り
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
・

Ｊ
・
オ
ン
グ
の
い
う
「
声
の
文
化
」
の
特
徴
で
、
語
り
手
は
対
象
と
う
っ
か
り
一
体
に
な
る
な
ど
、「
感
情
移
入
的
あ
る
い
は
参
加
的
で

あ
り
、
客
観
的
に
距
離
を
と
る
の
で
は
な
い
」
と
い
う
声
の
文
化
に
お
け
る
表
現
の
特
性
に
該
当
す
る
②
。
常
体
と
敬
体
を
混
用
す
る

こ
の
よ
う
な
基
調
は
第
二
回
連
載
「
大
菩
薩
峠
（
続
）」
か
ら
始
ま
っ
て
第
三
・
四
回
連
載
で
最
も
目
立
ち
、
第
五
回
連
載
「
大
菩
薩
峠　

第
五
編
」
の
初
盤
ま
で
に
続
い
た
あ
と
、
ほ
ぼ
全
て
の
文
末
表
現
が
敬
体
に
落
ち
着
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
無
く
な
る
。
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以
上
、【
資
料
1

－

1
】
と
【
資
料
2

－

1
】
に
挙
げ
て
お
い
た
二
つ
の
場
面
が
改
編
さ
れ
た
形
で
単
行
本
化
さ
れ
る
の
は
一
九
一
八

年
で
あ
る
。
そ
の
単
行
本
化
作
業
と
同
時
に
「
大
菩
薩
峠
（
第
五
編
）」
が
連
載
さ
れ
て
い
た
の
で
、
当
時
の
文
体
傾
向
を
確
認
す
る
た

め
に
は
両
方
を
分
析
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
が
、
先
に
そ
の
改
編
内
容
か
ら
確
認
し
て
お
く
。

　

そ
の
改
編
は
、
内
容
面
か
ら
い
う
と
仇
討
ち
物
・
情
愛
物
と
し
て
の
性
格
を
放
棄
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
文
体
の
側
面
か

ら
考
察
す
る
た
め
に
、
同
じ
内
容
を
異
な
る
形
で
書
い
た
部
分
だ
け
を
集
中
的
に
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、
文
体
変
化
の
趣
旨
は
、
文

章
を
簡
潔
に
す
る
こ
と
、
そ
し
て
語
り
手
の
位
相
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
だ
っ
た
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
例
を
示
し
て

お
く
。【

資
料
1

－

2
】
中
里
介
山
『
大
菩
薩
峠
：
1　

甲
源
一
刀
流
の
巻
』（
玉
流
堂
、
一
九
一
八
年
二
月
）

「
や
れ
〳
〵
頂
上
へ
着
い
た
わ
い
、
お
ゝ
、
こ
ゝ
に
お
堂
が
ご
ざ
る
」
／
年
寄
の
方
の
巡
礼
は
社
の
前
へ
進
ん
で
笠
の
紐
を
解
い
て

跪
ま
る
と
／
「
お
爺
さ
ん
、
こ
ゝ
が
頂
上
か
い
」
／
面
立
の
愛
ら
し
い
、
元
気
も
な
か
〳
〵
よ
い
子
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、【
資
料
1

－
1
】
と
【
資
料
1

－

2
】
を
比
較
す
る
と
分
か
る
よ
う
に
、
文
章
の
簡
潔
化
は
句
点
の
使
用
や
読
点
の
削
除
、
単

純
な
行
動
描
写
の
削
除
や
体
言
止
め
の
文
章
へ
の
書
き
換
え
な
ど
の
方
法
に
よ
り
行
わ
れ
た
。
以
下
、
同
じ
性
格
の
修
正
例
を
示
し
て

お
く
。① （

四
）
瓢
を
投
げ
出
し
て
、
縋
り
つ
い
た
の
は
、
老
爺
の
屍
骸
で
し
た
、
↓
甲
（
三
）
瓢
を
投
げ
出
し
て
縋
り
つ
い
た
の
は
老
爺

の
屍
骸
で
し
た
。
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② （
四
）
ガ
ッ
カ
リ
と
力
も
折
れ
て
、
ま
た
老
爺
の
亡
骸
に
縋
り
つ
い
て
泣
き
崩
れ
ま
す
、
↓
甲
（
三
）
亡
骸
を
か
き
抱
い
て
泣
き

く
づ
れ
ま
す
。

③ （
九
）
素
気
な
き
答
へ
方
で
あ
る
の
で
、
↓
甲
（
五
）
素
気
な
き
答
へ
方
、

④ （
二
十
一
）
与
八
の
手
に
は
一
封
の
手
紙
が
あ
る
、
何
人
か
ら
の
消
息
で
あ
ら
う
、
龍
之
助
は
受
け
取
つ
て
見
る
と
、
意
外
に
も

女
文
字
で
、
↓
甲
（
一
〇
）
与
八
の
手
に
は
一
封
の
手
紙
、
受
取
つ
て
見
る
と
意
外
に
も
女
文
字

⑤ （
一
〇
六
）
ぼ
ん
や
り
し
た
、
行
灯
の
光
が
、
器
を
出
す
途
端
に
面
と
面
と
を
合
は
し
た
、
主
婦
と
み
ど
り
と
の
間
を
照
ら
す
と
、

　
　

↓
鈴
（
三
）
行
灯
の
光
で
器
を
出
す
途
端
に
面
と
面
と
を
見
合
せ
た
屋
台
店
の
お
神
さ
ん
と
み
ど
り

⑥ 

続
（
四
十
七
）
鉄
漿
を
つ
け
た
歯
並
の
間
か
ら
、
洩
る
ゝ
京
言
葉
が
、
何
と
な
し
に
優
し
い
。
↓
壬
生
（
九
）
鉄
漿
を
つ
け
た

歯
並
の
間
か
ら
、
洩
る
ゝ
京
言
葉
の
優
し
さ

⑦ 

続
（
八
十
三
）
力
を
極
め
て
芹
沢
を
突
き
飛
ば
し
て
、
見
た
と
こ
ろ
で
、
知
れ
た
も
の
で
す
、
芹
沢
の
腕
は
、
い
よ
〳
〵
固
く
、

大
蛇
が
兎
を
締
め
た
や
う
に
、
藻
掻
け
ば
藻
掻
く
ほ
ど
、
強
く
め
り
込
む
、
↓
壬
生
（
十
四
）
力
を
極
め
て
芹
沢
を
突
き
飛
ば

し
て
み
た
と
こ
ろ
で
知
れ
た
も
の
、
芹
沢
の
腕
は
、
大
蛇
が
兎
を
し
め
た
や
う
な
も
の
、

⑧ 

続
（
九
十
九
）
大
和
は
古
蹟
と
名
所
と
の
国
で
あ
り
ま
す
、（
…
）
道
々
古
道
具
屋
で
、
ど
う
や
ら
身
に
合
ひ
さ
う
な
刀
を
求

め
て
鞘
だ
け
を
役
に
立
て
、
そ
れ
に
今
ま
で
の
刀
を
仕
込
ん
で
、
た
ゞ
一
本
、
差
し
て
居
る
の
が
今
の
そ
れ
で
す
、
↓
壬
生

（
十
六
）
大
和
は
古
蹟
と
名
所
と
の
国
。（
…
）
差
し
て
ゐ
る
の
は
只
一
本
の
刀
。

⑨ 

龍
神
（
二
十
九
）
こ
こ
は
針
ケ
別
所
と
い
ふ
所
の
奥
の
奥
で
あ
り
ま
す
、
山
と
山
と
の
重
な
り
合
つ
た
谷
合
に
、
半
分
は
洞
穴

に
な
つ
た
処
へ
、
杉
の
皮
を
葺
き
出
し
て
、
前
に
は
鹿
の
飲
む
ほ
ど
な
谷
の
流
れ
が
あ
る
／
無
論
、
こ
ゝ
ま
で
来
て
見
ね
ば
、

小
舎
も
流
れ
も
、
何
処
か
ら
も
見
え
は
し
な
い
、
こ
ゝ
ま
で
来
る
の
で
さ
へ
、
道
と
い
ふ
も
の
は
つ
い
て
居
な
い
の
で
す　

↓
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三
輪
（
十
八
）
こ
こ
は
針
ケ
別
所
と
い
ふ
所
の
山
の
奥
の
奥
。
谷
合
の
洞
穴
へ
杉
の
皮
を
葺
き
出
し
て
、
鹿
の
飲
む
ほ
ど
な
谷

の
流
れ
を
前
に
し
た
山
中
の
小
舎
。

　

①
は
そ
れ
ぞ
れ
読
点
の
削
除
の
例
、
②
は
単
純
な
動
作
描
写
の
削
除
の
例
で
あ
る
が
、
こ
の
例
の
み
な
ら
ず
、
例
え
ば
同
日
の
連
載

分
で
は
「
立
ち
上
が
つ
て
」「
振
り
返
る
と
」「
周
章
く
」
な
ど
、
動
作
を
指
示
す
る
よ
う
な
部
分
が
ほ
ぼ
削
除
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

③
〜
⑨
に
挙
げ
て
お
い
た
例
は
、
全
て
体
言
止
め
に
書
き
換
え
ら
れ
た
部
分
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
既
存
の
冗
長
さ
が
な
く
な
っ

た
の
で
あ
る
。

　

次
は
、
語
り
手
の
位
相
変
化
が
窺
え
る
例
で
あ
る
。

①（
二
十
）「
七
兵
衛
さ
ん
、
〳
〵
」
／
と
呼
ぶ
声
が
し
ま
す
、
こ
ゝ
の
主
人
の
名
は
七
兵
衛
と
い
ふ
名
で
あ
つ
た
の
で
、　

↓
甲
（
九
）「
七
兵
衛
さ
ん
、
〳
〵
」
／ 
表
口
で
呼
ぶ
。
こ
ゝ
の
主
人
の
名
は
七
兵
衛
と
い
ふ
の
で
あ
る
ら
し
い
。

②（
五
十
四
）
こ
ゝ
に
少
し
く
、
七
兵
衛
と
い
ふ
も
の
の
性
質
を
伝
へ
ま
せ
う
。
／
こ
の
物
語
の
最
初
以
来
、
甲
州
か
ら
武
州
並
び

に
関
八
州
を
荒
し
廻
っ
た
盗
賊
と
い
ふ
の
は
、
大
方
は
こ
の
七
兵
衛
の
仕
業
で
す
、

↓
甲
（
二
十
）
七
兵
衛
は
変
つ
た
盗
賊
で
す
。
／
こ
の
物
語
最
初
以
来
、
甲
州
か
ら
武
州
、
並
に
関
八
州
を
荒
し
廻
つ
た
盗
賊
と

い
ふ
の
は
大
方
は
こ
の
七
兵
衛
の
仕
業
で
し
た
。

③（
六
十
三
）
何
処
を
ど
う
歩
い
て
来
た
か
、
そ
の
日
、
夕
陽
の
斜
な
る
頃
、
上
野
の
山
下
か
ら
、
御
徒
町
の
方
に
歩
み
を
運
ぶ
机

龍
之
助
の
姿
を
見
か
け
ま
し
た
。

↓
甲
（
二
十
三
）
何
処
を
ど
う
し
て
来
た
か
机
竜
之
助
は
、
そ
の
日
夕
陽
の
斜
な
る
頃
、
上
野
の
山
下
か
ら
御
徒
町
の
方
を
歩
い
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て
ゐ
ま
し
た
。

④ 

続
（
四
十
三
）
読
者
は
、
こ
ん
な
事
を
聞
く
の
を
馬
鹿
々
々
し
く
感
ず
る
で
せ
う
、
記
者
も
、
こ
ん
な
事
を
書
き
立
て
る
の
は

不
本
意
で
す
け
れ
ど
も
、（
削
除
）

⑤ 
続
（
五
十
五
）
人
と
人
と
向
き
合
つ
て
話
し
た
こ
と
で
さ
へ
、
そ
れ
が
伝
は
る
場
合
に
は
丸
つ
き
り
違
ふ
こ
と
が
あ
る
、
こ
ん

な
風
に
伝
へ
ら
れ
た
七
兵
衛
の
伝
説
の
、
す
べ
て
が
事
実
で
あ
る
と
、
記
者
に
は
保
証
が
出
来
な
い
の
で
す
、
け
れ
ど
も　

↓

壬
生
（
十
）（
削
除
）　

⑥ 

続
（
九
十
九
）　

龍
之
助
の
為
に
、
最
も
よ
い
行
き
道
は
死
ぬ
こ
と
で
あ
り
ま
せ
う
、
遅
い
に
は
遅
い
が
、
こ
ゝ
ら
で
自
殺
し
て

も
よ
か
ら
う
、
ま
た
進
ん
で
兵
馬
の
手
に
で
も
討
た
れ
た
な
ら
、
幾
分
か
死
に
花
も
咲
く
と
い
ふ
も
の
で
あ
ら
う
、
／
併
し
、

人
は
業
が
尽
き
な
い
限
り
死
に
た
く
と
も
死
ね
な
い
、
龍
之
助
は
、
ま
だ
自
分
で
死
に
た
い
と
も
思
は
な
い
し
、
ま
し
て
人
に

討
た
れ
や
う
な
ど
ゝ
は
思
つ
て
居
な
い
の
で
す
、（
…
）
↓
壬
生
（
十
六
）（
削
除
）

　

①
の
場
合
、「
で
あ
っ
た
の
で
」
が
「
で
あ
る
ら
し
い
」
に
修
正
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
て
を
知
っ
て
い
た
語
り
手
が
限
定
的
な

情
報
を
持
つ
語
り
手
に
変
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
②
と
③
で
は
も
と
も
と
物
語
内
部
の
情
報
を
伝
え
た
り
、
見
か
け
た
り
す
る
、
人
格

を
持
っ
た
よ
う
な
語
り
手
の
自
明
な
存
在
感
が
、
修
正
に
よ
っ
て
消
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
次
に
④
と
⑤
を
見
る
と
、
初
出
に
お

い
て
語
り
手
が
「
記
者
」
を
自
称
し
て
直
接
顔
を
出
し
て
い
た
部
分
が
、
単
行
本
版
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に
、
⑥
に
挙
げ
た

例
は
語
り
手
の
挿
評
の
よ
う
な
言
説
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
単
行
本
版
で
は
削
除
さ
れ
る
。
以
上
に
挙
げ
た
例
の
他
に
も
、
語
り
手
が
人

格
を
持
っ
て
い
る
か
よ
う
に
思
わ
れ
る
部
分
が
多
数
修
正
・
削
除
さ
れ
て
い
る
。
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【
資
料
2

－

2
】
中
里
介
山
『
大
菩
薩
峠
：
5　

龍
神
の
巻
』（
玉
流
堂
書
店
、
一
九
一
八
年
一
一
月
）

　

龍
神
の
社
に
は
八
大
龍
王
の
う
ち
、
難
陀
龍
王
が
祀
っ
て
あ
り
ま
す
。
／
こ
ん
な
山
奥
に
龍
神
を
祀
る
こ
と
が
奇
妙
と
い
へ
ば

奇
妙
で
あ
る
―
今
を
去
る
こ
と
幾
百
年
の
昔
こ
の
地
に
龍
神
和
泉
守
と
い
ふ
豪
族
が
住
ん
で
居
た
。
そ
の
屋
敷
の
あ
と
は
、
今

も
あ
る
と
い
ふ
事
で
あ
り
ま
す
。
／
龍
神
の
姓
は
其
の
人
以
前
か
ら
あ
つ
た
も
の
か
、
そ
の
人
が
来
て
、
龍
神
の
社
の
名
に
よ
つ

て
其
の
姓
を
つ
け
た
も
の
か
、
そ
の
辺
は
ハ
ッ
キ
リ
し
ま
せ
ん
。（
…
）
一
村
の
安
否
の
鍵
が
そ
こ
に
預
け
ら
れ
て
あ
る
や
う
に
信

ぜ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。
／
お
豊
は
事
実
清
姫
の
帯
を
見
た
―
聞
い
て
見
れ
ば
怖
ろ
し
い
事
で
あ
る
、
ど
う
や
ら
其
の

怖
ろ
し
い
も
の
を
見
た
の
は
自
分
一
人
だ
け
で
あ
る
ら
し
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
常
体
と
敬
体
の
混
用
が
目
立
っ
て
い
た
【
資
料
2

－

1
】
か
ら
の
修
正
内
容
に
関
し
て
は
、
次
の
三
、
の
と
こ
ろ
と
時

期
と
論
点
が
重
な
る
の
で
、【
資
料
2

－
1
】
と
【
資
料
2

－

2
】
を
比
較
し
な
が
ら
簡
単
に
確
認
だ
け
し
て
お
き
た
い
。
こ
こ
で
常
体

で
書
か
れ
て
い
た
多
く
の
文
章
が
敬
体
に
修
正
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、【
資
料
2

－

1
】
の
引
用
部
を
含
む
同
日
の
連
載
分
の
場
合
、

敬
体
の
割
合
は
十
二
％
か
ら
八
十
一
％
に
増
え
る
よ
う
に
な
り
、
過
去
形
も
多
少
増
え
て
十
二
％
か
ら
三
十
七
％
に
増
加
す
る
。

　

以
上
に
述
べ
た
改
稿
内
容
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
同
時
期
、
即
ち
一
九
一
八
年
前
後
の
連
載
分
の
文
体
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

三
、
文
末
表
現
を
敬
体
で
統
一
し
、
主
に
過
去
形
を
使
用
し
た
時
期　
（
第
五
回
連
載
「
大
菩
薩
峠
（
第
五
編
）」
中
盤
ま
で
）

【
資
料
3

－

1
】
中
里
生
「
大
菩
薩
峠　

第
五
編
」（
三
〇
六
）『
都
新
聞
』
一
九
一
八
年
一
一
月
三
日

こ
の
屋
敷
は
甲
府
を
離
る
ゝ
こ
と
半
里
躑
躅
ヶ
崎
の
古
城
跡
に
あ
る
荒
れ
た
大
き
な
屋
敷
で
あ
り
ま
し
た
。
さ
う
し
て
此
の
屋
敷
の
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持
主
は
神
尾
主
膳
で
あ
つ
て
、
主
膳
は
前
の
持
主
が
住
み
荒
し
た
の
を
買
ひ
取
つ
て
下
屋
敷
の
や
う
に
し
て
ゐ
ま
し
た
。
け
れ
ど

も
主
膳
自
ら
は
此
処
に
来
る
こ
と
が
甚
だ
稀
で
あ
つ
て
番
人
に
任
せ
て
置
い
た
か
ら
、
い
よ
い
よ
屋
敷
は
荒
れ
て
ゐ
ま
し
た
。
そ

れ
を
此
の
頃
に
な
つ
て
主
と
も
客
と
も
つ
か
ぬ
者
が
一
人
出
来
た
。
そ
れ
は
此
の
机
竜
之
助
で
あ
り
ま
し
た
。
／
神
尾
主
膳
が
何

故
に
机
竜
之
助
を
此
処
へ
置
い
た
か
と
い
ふ
こ
と
は
、
ま
だ
疑
問
で
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
、
此
処
へ
置
か
れ
た
机
竜
之
助
は
、
囚

人
で
も
監
禁
の
姿
で
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
資
料
4

－

1
】
中
里
生
「
大
菩
薩
峠　

第
五
編
」（
三
七
二
）『
都
新
聞
』
一
九
一
九
年
一
月
九
日

　

不
思
議
な
の
は
其
れ
の
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
米
友
が
何
故
に
遽
に
真
剣
に
な
つ
て
槍
を
構
へ
た
か
、
米
友
自
身
も
そ
れ

は
知
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
／
殊
に
其
の
通
り
の
五
里
霧
中
に
あ
つ
て
鼻
の
先
に
現
は
る
ゝ
も
の
さ
へ
わ
か
ら
な
い
時

に
、
其
処
に
何
者
か
ゞ
あ
つ
て
米
友
を
驚
か
せ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
そ
れ
も
不
思
議
で
あ
り
ま
し
た
。
／
た
ゞ
米
友
の
槍
を
構
へ

た
其
の
形
だ
け
を
見
て
ゐ
れ
ば
、
例
の
運
慶
の
刻
ん
だ
十
二
神
将
の
や
う
な
形
が
、
様
々
に
変
化
す
る
の
で
あ
り
ま
し
た
。
十
二

神
将
が
十
二
神
将
に
止
ま
ら
ず
二
十
八
部
衆
に
ま
で
変
化
す
る
の
で
あ
り
ま
し
た
。
槍
を
挙
げ
て
、
あ
、
と
云
つ
て
散
指
の
形
を

し
て
見
せ
ま
し
た
。
や
ゝ
遠
く
離
れ
て
槍
を
抱
へ
て
は
摩
醯
修
羅
の
形
を
し
て
見
せ
ま
し
た
。
ま
た
そ
ろ
〳
〵
と
懸
り
の
槍
を
入

れ
た
其
の
眼
は
難
陀
龍
王
の
や
う
に
光
る
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　

右
記
資
料
の
よ
う
に
一
九
一
八
年
頃
に
お
け
る
連
載
分
の
地
の
文
は
、
ほ
ぼ
全
て
敬
体
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
な
る
べ
く
常
体

を
排
除
し
て
読
者
よ
り
下
の
、
一
貫
し
た
立
場
か
ら
物
語
を
統
率
す
る
語
り
手
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
主
知
の
よ
う
に
言

文
一
致
の
成
立
期
に
は
二
葉
亭
四
迷
の
「
だ
」
調
以
外
に
山
田
美
妙
の
「
で
す
」
調
、
嵯
峨
の
屋
お
室
の
「
で
あ
り
ま
す
」
調
な
ど
、

（37）
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「
言
文
一
致
」
を
め
ぐ
る
様
々
な
試
み
が
あ
っ
た
が
、
敬
体
で
の
試
み
は
主
流
文
学
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
多
く

の
論
者
は
、
語
り
手
の
引
き
下
が
っ
た
位
置
の
た
め
に
、
語
り
の
中
立
性
・
現
前
性
を
仮
構
出
来
な
か
っ
た
た
め
だ
と
評
価
す
る
。
そ

れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
一
九
一
八
年
の
時
点
で
常
体
を
排
除
し
て
再
び
敬
体
を
使
う
方
向
に
進
ん
だ
の
は
、
む
し
ろ
そ
の
物
語
を
介
在
し

て
い
る
語
り
手
の
存
在
を
目
立
た
せ
よ
う
と
す
る
介
山
の
意
図
的
な
試
み
だ
っ
た
と
評
価
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
連
載
第
一
期
で
あ
る
「
間
の
山
」
以
前
に
比
べ
て
過
去
形
の
割
合
が
圧
倒
的
に
増
え
た
こ
と
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

例
え
ば
【
資
料
3

－

1
】
を
含
む
一
九
一
八
年
一
一
月
三
日
の
連
載
分
は
八
十
％
、【
資
料
4

－

1
】
を
含
む
一
九
一
九
年
一
月
九
日
の

連
載
分
は
一
〇
〇
％
の
地
の
文
が
過
去
形
で
書
か
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、
小
説
に
お
い
て
過
去
形
の
文
末
表
現
が
ど
の
よ
う
な
機
能
を
す
る
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
小
説
に
お
け
る
過
去
形

は
、
そ
の
ま
ま
作
中
の
時
間
を
表
す
側
面
も
基
本
的
に
持
っ
て
は
い
る
が
、
過
去
形
と
現
在
形
が
そ
れ
ぞ
れ
話
素
と
描
写
の
役
割
を
担

っ
て
い
う
見
方
③
、
ま
た
、
過
去
形
は
物
事
の
対
象
化
機
能
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
見
方
④
、
さ
ら
に
「
た
」
が
「
中
立
的
な
言
語
空
間

を
存
立
さ
せ
る
た
め
の
三
人
称
の
形
態
表
示
」
で
あ
る
と
い
う
見
方
⑤
な
ど
、
論
者
に
よ
っ
て
そ
の
論
点
は
多
少
は
重
な
り
な
が
ら
も

異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
『
浮
雲
』
以
来
小
説
作
品
に
お
い
て
使
用
の
頻
度
が
高
く
な
っ
た
「
た
」
と
い
う
文

末
詞
が
、
小
説
に
お
け
る
〈
語
り
手
〉
の
位
置
、
あ
る
い
は
意
識
の
位
相
を
聞
き
手
に
表
出
す
る
も
の
と
し
て
機
能
す
る
と
理
解
し
た

点
、
つ
ま
り
「
た
」
と
い
う
過
去
形
が
時
制
を
表
す
だ
け
で
な
く
、
小
説
の
モ
ダ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
見

た
点
で
は
意
見
を
共
に
し
て
い
る
。
以
上
の
論
を
参
考
に
し
、
連
載
当
初
は
あ
ま
り
使
わ
れ
な
か
っ
た
過
去
形
が
、
一
九
一
八
年
頃
に

な
っ
て
増
え
た
と
い
う
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

幕
末
を
舞
台
と
す
る
本
作
品
に
過
去
形
が
使
わ
れ
る
の
は
、
そ
れ
を
時
制
詞
と
し
て
捉
え
る
場
合
当
然
な
こ
と
で
あ
る
が
、
連
載
当

初
は
む
し
ろ
現
在
形
の
方
が
よ
り
多
く
使
わ
れ
て
い
た
の
に
途
中
で
時
制
の
塩
梅
が
変
わ
っ
た
と
い
う
面
か
ら
す
る
と
、
本
作
品
の
過
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去
形
は
明
ら
か
に
時
制
詞
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
語
り
手
の
変
質
を
示
す
も
の
と
見
て
良
い
。

　

一
九
一
八
年
頃
の
連
載
分
の
語
り
手
は
、「
や
う
に
見
え
ま
し
た
」「
や
う
で
あ
り
ま
し
た
」
の
よ
う
な
文
末
表
現
か
ら
し
て
、
物
語

の
内
部
事
情
を
限
定
的
に
だ
け
知
っ
て
い
る
。
ま
た
、
作
中
の
出
来
事
に
つ
い
て
「
不
思
議
で
あ
り
ま
し
た
」「
疑
問
で
あ
り
ま
し
た
け

れ
ど
」
な
ど
と
評
す
る
部
分
か
ら
も
、
語
り
手
は
物
語
の
内
部
世
界
を
不
思
議
が
っ
た
り
疑
っ
た
り
し
な
が
ら
対
象
化
し
て
、
そ
の
世

界
を
外
部
か
ら
語
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
語
り
手
は
、
物
語
の
中
に
い
な
が
ら
見
聞
し
た
こ
と
を
伝
え
る
役
割
を
担
い
な
が
ら
も
、
過
去

形
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
物
語
を
対
象
化
し
、
そ
の
内
部
世
界
が
中
立
的
な
空
間
（
で
あ
る
か
の
如
き
虚
構
）
を
作
ろ
う
と
し
て
い
る

の
で
あ
る
。四

、
敬
体
過
去
形
や
現
在
形
を
混
用
し
た
時
期　
（
第
五
回
連
載
「
大
菩
薩
峠
（
第
五
編
）」
中
盤
以
降
）

【
資
料
3

－

2
】
中
里
介
山
『
大
菩
薩
峠　

第
六
冊　

第
十
二
巻
』（
春
秋
社
、
一
九
二
一
年
一
〇
月
）

こ
の
屋
敷
は
甲
府
を
離
る
ゝ
こ
と
半
里
躑
躅
ヶ
崎
の
古
城
跡
に
あ
る
荒
れ
た
大
き
な
屋
敷
で
あ
り
ま
しすた
。
さ
う
し
て
此
の
屋
敷
の

持
主
は
神
尾
主
膳
で
あ
つ
て
、
主
膳
は
前
の
持
主
が
住
み
荒
し
た
の
を
買
ひ
取
つ
て
下
屋
敷
の
や
う
に
し
て
ゐ
ま
し
た
。
け
れ
ど

も
主
膳
自
ら
は
此
処
に
来
る
こ
と
が
甚
だ
稀
で
あ
つ
て
番
人
に
任
せ
て
置
い
た
か
ら
、
い
よ
い
よ
屋
敷
は
荒
れ
て
ゐ
ま
し
た
。
そ

れ
を
此
の
頃
に
な
つ
て
主
と
も
客
と
も
つ
か
ぬ
者
が
一
人
出
来
たま

し
た

。
そ
れ
は
此
の
机
竜
之
助
で
あ
り
ま
しすた
。
／
神
尾
主
膳
が
何

故
に
机
竜
之
助
を
此
処
へ
置
い
た
か
と
い
ふ
こ
と
は
、
ま
だ
疑
問
で
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
、
此
処
へ
置
か
れ
た
机
竜
之
助
は
、
囚

人
で
も
監
禁
の
姿
で
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（39）



－ 89 －

【
資
料
4

－

2
】
中
里
介
山
『
大
菩
薩
峠　

第
七
冊　

第
十
三
巻
』（
春
秋
社
、
一
九
二
一
年
一
二
月
）

不
思
議
な
の
は
其
れ
の
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
米
友
が
何
故
に
遽
に
真
剣
に
な
つ
て
槍
を
構
へ
た
か
、
米
友
自
身
も
そ
れ

は
知
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
／
殊
に
其
の
通
り
の
五
里
霧
中
に
あ
つ
て
鼻
の
先
に
現
は
る
ゝ
も
の
さ
へ
わ
か
ら
な
い
時

に
、
其
処
に
何
者
か
ゞ
あ
つ
て
米
友
を
驚
か
せ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
そ
れ
も
不
思
議
でで

は
あ
り
ま
せ
ん
か

あ
り
ま
し
た
。
／
た
ゞ
米
友
の
槍
を
構
へ

た
其
の
形
だ
け
を
見
て
ゐ
れ
ば
、
例
の
運
慶
の
刻
ん
だ
十
二
神
将
の
や
う
な
形
が
、
様
々
に
変
化
す
る
の
でを

認

め

ま

す

あ
り
ま
し
た
。
十
二

神
将
が
十
二
神
将
に
止
ま
ら
ず
二
十
八
部
衆
に
ま
で
変
化
す
る
の
でを

認

め

ま

す

あ
り
ま
し
た
。
槍
を
挙
げ
て
、
あ
、
と
云
つ
て
散
指
の
形
を

し
て
見
せ
ま
し
た
。
や
ゝ
遠
く
離
れ
て
槍
を
抱
へ
て
は
摩
醯
修
羅
の
形
を
し
て
見
せ
ま
し
た
。
ま
た
そ
ろ
〳
〵
と
懸
り
の
槍
を
入

れ
た
其
の
眼
は
難
陀
龍
王
の
や
う
に
光
る

り

ま

す

の
で
あ
り
ま
し
た
。

 

（
引
用
者
注
：
便
宜
の
た
め
、
新
聞
初
出
テ
ク
ス
ト
の
上
に
単
行
本
版
に
お
け
る
修
正
部
を
示
し
て
お
い
た
。）

　

主
に
過
去
形
が
使
わ
れ
て
い
た
三
、
の
時
期
か
ら
約
三
年
後
で
あ
る
一
九
二
一
年
に
出
た
単
行
本
版
を
確
認
す
る
と
、
内
容
は
全
く

同
一
で
あ
り
な
が
ら
、
現
在
形
・
過
去
形
を
め
ぐ
っ
て
は
細
か
な
修
正
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
な
数
値
で
い
う
と
、【
資
料
3

－

1
】
を
含
む
連
載
分
で
は
二
十
％
し
か
占
め
な
か
っ
た
現
在
形
の
割
合
が
単
行
本
で
は
五
十
七
％
に
増
え
て
お
り
、【
資
料
4

－

1
】

の
連
載
分
や
同
じ
内
容
を
含
む
単
行
本
版
を
見
る
と
〇
％
か
ら
五
十
二
％
に
増
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
介
山
が
現
在
形
や
過
去
形

の
使
い
方
を
め
ぐ
っ
て
、
ひ
い
て
は
語
り
手
の
位
置
設
定
を
め
ぐ
っ
て
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
言
え
る
。

　

こ
こ
で
過
去
形
と
現
在
形
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
近
代
文
学
の
文
体
を
完
成
し
た
と
言
わ
れ
る
「
た
」
や
「
で
あ
る
」

の
関
係
を
め
ぐ
る
議
論
を
参
考
に
し
て
み
た
い
。
絓
秀
美
氏
は
、「
非
人
称
的
で
透
明
な
話
者
と
そ
の
語
り
の
現
前
性
」
と
い
う
、「
小

説
的
モ
ダ
ニ
テ
ィ
の
二
要
請
」
を
満
た
す
た
め
に
は
過
去
の
事
を
表
す
過
去
形
が
必
要
だ
っ
た
と
し
な
が
ら
、
物
語
が
現
前
的
で
あ
る

 （40）



－ 88 －

か
の
如
き
虚
構
を
生
成
す
る
た
め
に
は
「
た
」
体
の
み
な
ら
ず
「
で
あ
る
」
と
い
う
現
在
形
が
併
用
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
と
い
う
⑥
。

「
で
あ
る
」
体
の
確
立
に
よ
っ
て
言
文
一
致
体
が
確
立
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
絓
氏
の
み
な
ら
ず
多
く
の
学
者
が
同
意
す
る
点
で
、
そ

の
際
事
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
一
八
九
六
年
尾
崎
紅
葉
に
よ
る
『
多
情
多
恨
』
や
二
葉
亭
四
迷
に
よ
る
『
あ
ひ
ゞ
き
』
の
改
訳
で

あ
る
。

　

し
か
し
、「
大
菩
薩
峠
」
は
主
に
敬
体
で
書
か
れ
て
お
り
、「
で
あ
り
ま
す
」「
で
あ
り
ま
し
た
」
な
ど
の
現
在
形
、
つ
ま
り
、（
絓
氏

の
表
現
を
借
り
る
と
）
一
人
称
性
を
帯
び
た
判
断
・
陳
述
的
表
現
は
連
載
当
初
か
ら
も
使
わ
れ
て
来
た
。
ま
た
、
ほ
ぼ
敬
体
で
書
か
れ

て
い
る
が
故
に
、
読
者
に
向
け
て
発
話
さ
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
本
作
品
に
は
、
文
壇
文
学
で
起
こ
っ
た
文
体
完
成
の
過
程
と
は
異
な

る
原
理
が
作
動
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
敬
体
過
去
形
そ
の
も
の
の
特
性
を
考
え
る
と
、「
で
あ
り
ま
し
た
」
を
含
め
「
で
し
た
」「
ま
し
た
」
は
、
語
り
手
が
物

語
の
外
部
に
位
置
す
る
こ
と
を
示
す
指
標
で
、
語
り
手
に
と
っ
て
は
物
語
世
界
を
対
象
化
し
や
す
い
文
末
表
現
で
あ
る
。
た
だ
し
、
常

体
過
去
形
と
違
っ
て
敬
体
過
去
形
を
使
う
場
合
、
顕
在
化
さ
れ
る
の
は
、
物
語
言
説
や
物
語
内
容
の
間
の
距
離
と
い
う
よ
り
も
、
語
り

手
と
対
象
世
界
と
の
距
離
だ
と
言
え
る
。
し
か
し
そ
こ
に
現
在
形
が
混
用
さ
れ
る
場
合
、
語
り
手
は
明
ら
か
に
過
去
の
時
空
間
で
あ
る

物
語
世
界
の
〈
現
在
〉
に
も
、
そ
し
て
作
品
が
読
ま
れ
て
い
る
〈
現
在
〉
に
も
参
入
で
き
る
存
在
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
そ
れ
は

現
在
形
が
、
過
去
形
の
持
つ
物
語
世
界
の
対
象
化
機
能
と
は
対
照
的
に
、
対
象
と
一
体
化
す
る
機
能
を
持
つ
こ
と
を
も
意
味
す
る
。
し

た
が
っ
て
、
過
去
形
と
現
在
形
の
混
用
に
よ
り
語
り
手
は
、
読
者
に
と
っ
て
不
透
明
で
あ
り
な
が
ら
も
超
越
的
な
性
格
を
持
つ
よ
う
に

な
り
、
上
演
＝
再
現
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
語﹅

﹅

﹅
り
手
そ
の
も
の
が
現
前
性
を
帯
び
て
来
る
。
つ
ま
り
介
山
は
、
現
在
形
の
割
合
を
高
め

る
こ
と
で
語
り
手
の
役
割
を
再
調
整
し
、（
物
語
世
界
で
は
な
く
）
語﹅

﹅り
そ
の
も
の
が
今
、
こ
こ
で
語
ら
れ
て
い
る
如
き
虚
構
の
場
を
作

ろ
う
と
し
た
の
だ
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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そ
し
て
主
に
敬
体
過
去
形
・
現
在
形
を
混
用
す
る
文
体
基
調
が
立
っ
た
一
九
二
一
年
頃
以
来
、
単
行
本
化
の
際
の
修
正
は
ほ
ぼ
な
く

な
る
。
こ
の
よ
う
な
文
体
基
調
に
基
づ
き
、『
大
菩
薩
峠
』
の
連
載
は
一
九
四
一
年
ま
で
断
続
的
に
続
い
て
い
っ
た
。
た
だ
し
、
常
体

や
体
言
止
め
の
文
末
表
現
も
場
合
に
よ
っ
て
有
効
に
使
わ
れ
た
こ
と
に
は
注
意
を
払
う
必
要
は
あ
り
、
そ
れ
が
如
何
な
る
場
面
に
お
い

て
、
ど
の
よ
う
な
機
能
を
し
て
い
る
か
に
関
し
て
は
ま
だ
研
究
の
余
地
が
あ
る
。

お
わ
り
に

　

こ
れ
ま
で
の
考
察
は
「
大
菩
薩
峠
」
の
文
体
の
変
遷
過
程
を
、
そ
の
単
行
本
化
の
際
の
改
稿
内
容
と
と
も
に
追
っ
て
み
る
試
み
で
あ

っ
た
。
具
体
的
に
そ
の
過
程
は
、
①
句
点
を
使
用
せ
ず
に
口
演
体
で
書
い
て
い
た
の
を
、
②
句
点
の
使
用
・
読
点
の
一
部
削
除
・
体
言

止
め
の
使
用
に
よ
り
簡
潔
に
整
え
、
③
一
時
常
体
と
敬
体
を
混
用
し
、
過
去
形
の
割
合
を
高
め
た
の
ち
、
④
ほ
ぼ
全
て
の
文
末
表
現
を

敬
体
で
統
一
し
、
過
去
形
や
現
在
形
を
適
切
に
併
用
す
る
形
で
落
ち
着
く
も
の
で
あ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
な
文
体
上
の
変
化
は
、
物
語

に
お
け
る
語
り
手
と
読
者
の
位
置
を
も
変
化
さ
せ
た
。
結
局
、
単
行
本
化
の
際
に
お
け
る
大
幅
の
修
正
・
削
除
作
業
は
制
作
上
、
あ
る

い
は
物
語
上
の
理
由
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
文
体
変
更
の
意
図
―
即
ち
、
語
り
手
と
読
者
の
新
た
な
位
置
設
定
の
意
図
―
を
持
っ

て
行
わ
れ
た
可
能
性
が
、
本
発
表
に
よ
っ
て
確
認
で
き
た
。

　

今
回
の
考
察
で
確
認
し
た
よ
う
に
、「
記
者
」
を
自
称
し
な
が
ら
実
体
と
し
て
の
存
在
感
を
表
し
て
い
た
語
り
手
が
、
機
能
的
な
装
置

に
変
化
し
て
い
っ
た
点
か
ら
す
る
と
、
文
学
史
で
い
う
小
説
の
「
近
代
性
」
を
帯
び
て
き
た
と
い
う
評
価
も
出
来
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は

文
字
言
語
性
を
高
め
て
い
く
中
で
の
文
章
の
論
理
化
と
も
関
わ
っ
て
い
る
は
ず
だ
が
、
そ
の
反
面
、
一
九
一
〇
年
代
に
お
い
て
既
に
成

立
し
て
い
た
「
文
壇
」
が
流
行
の
文
体
を
つ
く
り
、
そ
れ
が
あ
る
種
の
慣
習
と
し
て
機
能
す
る
中
で
、「
語
り
」
の
仕
方
、
つ
ま
り
語
り

手
の
位
置
や
役
割
を
再
検
討
し
た
と
い
う
点
こ
そ
、
介
山
文
学
の
評
価
す
べ
き
点
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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た
だ
し
、
今
回
の
発
表
は
地
の
文
の
ス
タ
イ
ル
だ
け
に
焦
点
を
当
て
た
の
で
、
会
話
文
に
お
け
る
文
体
変
更
、
ま
た
内
容
の
変
化
と

の
関
連
性
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
新
聞
か
ら
単
行
本
へ
の
媒
体
移
動
が
作
者
意
識
に
も
た
ら
し
た
影
響
や
読
者
た
ち
の
リ

テ
ラ
シ
ー
水
準
の
変
化
、
そ
れ
に
よ
る
享
受
方
式
の
変
化
や
標
準
化
さ
れ
て
い
っ
た
日
本
語
の
言
語
学
的
変
化
な
ど
、
今
回
考
察
し
た

文
体
変
更
の
裏
に
あ
る
様
々
な
背
景
事
情
に
関
し
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

【
注
】

①
尾
崎
秀
樹
『
大
衆
文
学
論
』（
勁
草
書
房
、
一
九
六
五
年
六
月
）

②
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
Ｊ
・
オ
ン
グ
著
、
桜
井
直
文
・
林
正
寛
・
糟
谷
啓
介
訳
『
声
の
文
化
と
文
字
の
文
化
』（
藤
原
書
店
、
一
九
九
一
年
一
〇
月
）

③
三
谷
邦
明
「
近
代
文
学
に
お
け
る
叙
述
の
装
置
」『
文
学
』
一
九
八
四
年
四
月
号

④
亀
井
秀
雄
「
話
術
の
行
方
」『
文
学
』
一
九
八
五
年
十
一
月
号

⑤
野
口
武
彦
「
三
人
称
の
発
見
ま
で　

7
」『
批
評
空
間
』
第
一
期
第
十
一
号　

一
九
九
三
年
一
〇
月

⑥
絓
秀
美
「
写
生
に
お
け
る
「
長
さ
」
と
「
難
解
」」『
批
評
空
間
』
第
一
期
第
十
一
号　

一
九
九
三
年
一
〇
月

＊
討
論
要
旨

　

関
礼
子
氏
は
、
介
山
が
多
様
な
文
体
を
使
用
し
た
こ
と
は
、
同
時
代
の
他
の
大
衆
文
学
の
作
家
た
ち
と
比
較
し
て
特
殊
な
こ
と
で
あ
る
の
か
、
と
質
問
し
た
。
発
表
者
は
、『
都
新

聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
他
の
作
家
た
ち
と
の
比
較
調
査
の
結
果
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
回
答
し
た
。『
都
新
聞
』
に
は
一
面
と
三
面
に
連
載
読
み
物
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
一
面
は
当

時
の
文
壇
の
主
流
を
な
す
常
体
の
過
去
形
、
三
面
は
講
談
速
記
の
形
式
で
書
か
れ
て
い
る
。「
大
菩
薩
峠
」
は
一
面
に
掲
載
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
面
の
文
体
に
近
い
。
ま
た
、

歴
史
を
題
材
と
す
る
小
説
の
な
か
で
は
、「
大
菩
薩
峠
」
の
よ
う
な
文
体
上
の
工
夫
を
行
っ
た
も
の
は
珍
し
い
、
と
回
答
し
た
。

　

関
氏
は
ま
た
、
文
体
と
い
う
物
語
形
式
上
の
変
化
が
世
界
観
や
テ
ー
マ
な
ど
物
語
内
容
の
展
開
に
よ
っ
て
生
じ
た
可
能
性
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
同
様
に
、
河
村
康
博
氏
は
、
文
体

の
変
更
が
介
山
の
大
乗
小
説
へ
の
志
向
と
関
連
し
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
発
表
者
は
、
現
時
点
で
は
仮
説
に
と
ど
ま
る
と
し
な
が
ら
も
、
物
語
が
多
く
の
登
場
人
物
や
時
事
を

取
り
込
ん
で
膨
ら
ん
で
い
く
に
し
た
が
い
、
実
体
と
し
て
の
語
り
手
が
物
語
を
統
御
し
き
れ
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
回
答
し
た
。
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【表】書誌情報：「大菩薩峠」の連載・単行本化状況
題　目 連載時期 単行本 改編時期（*） （最初の）単行本の刊行日 出版社

大菩薩峠 1913年 9 月12日～1914年 2 月 9 日（全150回）
甲源一刀流の巻（連載第 1～98回分） 「間の山」執筆時 1918年 2 月10日

玉流堂
鈴鹿山の巻

（連載第99～150回、（続）の15回分） 第五編冒頭 1918年 4 月15日
大菩薩峠
（続き） 1914年 8 月20日～1914年12月 5 日（全108回）

壬生と島原の巻（連載第16～108回分） 第五編序盤 1918年 7 月 4 日

龍 神 1915年 4 月 7 日～1915年 7 月23日（全108回）
三輪の神杉の巻（連載第 1～66回分） 第五編序盤 1918年 9 月15日
龍神の巻（連載第67～108回分） 第五編中盤 1918年11月 7 日

玉流堂
書 店

間 の 山 1917年10月25日～1917年12月30日（全67回） 間の山の巻（連載第 1回～67回分） 第五編中盤 1919年 2 月（**）

大菩薩峠
（第五編） 1918年 1 月 1 日～1919年12月17日（全715回）

東海道の巻（連載第 1～65回分） 第五編終盤 1919年 8 月27日
白根山の巻（連載第81～120回分） 第五編終盤から終了後 1920年 3 月21日

女子と小人の巻（連載第66～80、121～170回分） 現代小説「雪路」連載時 1920年 6 月15日
市中騒動の巻（連載第171～228回分） 第六編連載時 1921年 6 月15日
駒井能登守の巻（連載第229～278回分） 第六編連載終了間際 1921年 9 月10日

春秋社

伯耆の安綱の巻（連載第279～323回分） 第六編連載終了間際 1921年10月10日
如法暗夜の巻（連載第324～393回分）

連載終了後

1921年12月20日
お銀様の巻（連載第394～476回分） 1921年12月20日
慢心和尚の巻（連載第477～543回分） 1922年 3 月26日
道庵と鯔八の巻（連載第544～617回分） 1922年 3 月26日
黒業白業の巻（連載第618～715回分） 1922年 5 月17日

大菩薩峠
（第六編） 1921年 1 月 1 日～1921年10月17日（全290回）

安房の国の巻（連載第 1～77回分） 1922年 5 月17日
小名路の巻（連載第78～180回分） 1922年 7 月15日

兎門三級の巻
（連載第131～143、181～275回分）
（第276回連載分からはほぼ削除）

1922年 7 月15日

（*）： 伊東祐吏『「大菩薩峠」を都新聞で読む』（論創社、2013年 5 月）p191参照。伊東氏は「単行本の改編時期については、『都新聞』での連載の余白で介山自身が語る新巻
の進捗状況や発売の予告などから推測するかたちで示した」と言う。

（**）： 玉流堂書店から出た「間の山の巻」の初版に関しては連載中、単行本刊行の予告などで存在が認められるものの、実物は確認出来なかった。（玉流堂書店版の重版は
1920年 5 月 8 日に出ている。）  
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